
　感染症とは、ウイルスなどの病原体が体内に侵入し増えることで、体に異常（症
状）が生じる状態です。病原体や侵入経路は感染症によって異なります。感染症を
防ぐには、しっかりした予防対策が効果的です。

病原体が体内に入らないようにする
ことが重要です。

体内で病原体を増やさないために、
日頃から抵抗力を高めましょう。

冬に備えてインフルエンザなどの
感染症を予防しましょう。

10月26日（日）10時～13時
こまつドーム  アリーナ

　市では、全ての人が共に支え合い、自分らしくいきいきと暮らせる「やさしさあ
ふれる共生のまち」を目指しています。その実現に向けて、障がいのある人もない
人も互いに理解を深めることができるよう、様々な取り組みを実施しています。

　この法律では、手話は、これを使用する人にとって日常生活、社会生活を営む上で、言
語その他の重要な意思疎通のための手段であるとしています。
　市では、手話の習得、使用や手話文化の保存、継承、発展、市民の理解と関心の増進の
ためにこれからも手話に関する施策を推進していきます。

・障がい福祉事業所などによるお菓子・軽食や製作品の販売
・障がいの有無に関わらず一緒に楽しめるコーナー

・車いす試乗
・手話、要約筆記、音訳、点訳体験

・ふれ愛ふくしアート展（展示、表彰）
・パラスポーツ体験、パン食い競争など

収益金は義援金に活用されます。
問い合わせ　小松市赤十字奉仕団
　　　　　　（ふれあい福祉課）　☎24・8052

　抵抗力を向上させる方法の一つとして、ワクチン接種があります。ワクチン接種に
より特定の病原体への免疫をつけることで、個人の感染や重症化を防ぎます。
　さらに、多くの人が免疫をつけると、特定の感染症が広がるのを防ぐ効果も期待さ
れ、接種できない赤ちゃんや持病のある人を感染症から守ることにも繋がります。ワ
クチン接種に関する不安などがある場合は、かかりつけ医に相談しましょう。

　デフリンピックは国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）主催で4
年に1度世界的規模で開催されている聴覚障がい者のための総
合スポーツ大会です。
　今回は、100周年の記念すべき大会であり、夏季・冬季含めて、
日本では初めての開催です。皆さんで一緒に応援しましょう。

社会福祉功労者表彰を行います。
問い合わせ　社会福祉協議会　☎22・3354

問い合わせ
いきいき健康課　☎24・8161

問い合わせ
ふれあい福祉課　☎24・8052

市公式LINE▶

せせらぎこどもクリニック　院長　大川 哲平 さん

感染予防の
ポイント

障がいのある人もない人も
だれもが暮らしやすいまちへ

福祉ふれあいフェスティバル in こまつ2025
～ともに輝く未来に向かって～

「手話に関する施策の推進に関する法律」
が施行されました。

障がい特性の理解促進

交流、コミュニケーション手段の体験

文化芸術活動・スポーツの振興

●第71回小松市社会福祉市民大会 ●「赤十字のつどい」チャリティーバザー

と　き

ところ

第25回夏季デフリンピック
競技大会 東京2025が
開催されます。
大会期間：11月15日（土）～26日（水）（12日間）
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ワクチン接種

適度な運動

十分な睡眠

定期的な換気

感染経路の遮断抵抗力の向上

マスク着用・咳エチケット

早めの受診による治療人混み回避

手洗い・うがい

バランスのとれた食事

感染経路
の遮断

抵抗力
の向上

あ
り
が
と
う

同時
開催

　今年もインフルエンザ、コロナワクチンの接種時期
になりました（高齢者は定期予防接種として、高校生以
下の人は、子どもの任意予防接種費用助成券が使えま
す）。その他のワクチンの対象者及び接種時
期についてはこちらをご確認ください。

　市ホームページや市公式LINEでは、下水モニ
タリングにおける新型コロナウイルスとインフル
エンザウイルス（10～3月）の濃度情報を発信して
います。感染状況を知る手段として活
用できます。

詳細はこちら▲
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